
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
一
年
労
働
省
令
第
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
障
害
者
作
業
施
設
設
置
等
助
成
金
）

（
障
害
者
作
業
施
設
設
置
等
助
成
金
）

第
十
八
条

障
害
者
作
業
施
設
設
置
等
助
成
金
は
、
障
害
者
（
身
体
障
害
者
、知
的
障
害
者
及
び
精
神
障
害
者（
第

一
条
の
四
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
あ
つ
て
は
、
公
共
職
業
安
定
所
の
紹
介
に
係
る
者
及
び
法
第
十
九
条
の
障
害

者
職
業
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
職
場
復
帰
（
労
働
者
が
身
体
障
害
者
又
は
精
神
障
害
者
と
な
つ
た
後
当
該
労
働
者

が
身
体
障
害
者
又
は
精
神
障
害
者
と
な
つ
た
時
に
雇
用
し
て
い
る
事
業
主
の
事
業
所
に
お
い
て
就
労
す
る
こ
と

を
い
う
。）の
た
め
の
職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
措
置
を
受
け
て
い
る
者
に
限
る
。
第
二
十
条
の
二
第
一
項

第
二
号
、
第
二
十
条
の
四
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
十
二
条
第
一
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。）に
限
る
。
第
二

十
条
の
二
の
三
を
除
き
、
以
下
第
二
十
二
条
の
三
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。）を
労
働
者
と
し
て
雇
い
入
れ
る
事
業

主
又
は
障
害
者
で
あ
る
労
働
者
を
継
続
し
て
雇
用
す
る
事
業
主
で
あ
つ
て
、
そ
の
雇
入
れ
又
は
継
続
雇
用
に
係

る
障
害
者
で
あ
る
労
働
者
の
作
業
を
容
易
に
す
る
た
め
に
必
要
な
施
設
又
は
設
備（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て「
作

業
施
設
等
」
と
い
う
。）の
設
置
又
は
整
備
を
行
う
も
の
（
当
該
作
業
施
設
等
の
設
置
又
は
整
備
を
行
わ
な
け
れ

ば
当
該
障
害
者
の
雇
入
れ
又
は
雇
用
の
継
続
が
困
難
で
あ
る
と
機
構
が
認
め
る
事
業
主
に
限
る
。）に
対
し
て
、

機
構
の
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
八
条

障
害
者
作
業
施
設
設
置
等
助
成
金
は
、
障
害
者
（
身
体
障
害
者
、知
的
障
害
者
及
び
精
神
障
害
者（
第

一
条
の
四
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
あ
つ
て
は
、
公
共
職
業
安
定
所
の
紹
介
に
係
る
者
及
び
法
第
十
九
条
の
障
害

者
職
業
セ
ン
タ
ー
（
第
二
十
条
の
二
に
お
い
て
「
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
」と
い
う
。）に
お
け
る
職
場
復
帰（
労

働
者
が
身
体
障
害
者
又
は
精
神
障
害
者
と
な
つ
た
後
当
該
労
働
者
が
身
体
障
害
者
又
は
精
神
障
害
者
と
な
つ
た

時
に
雇
用
し
て
い
る
事
業
主
の
事
業
所
に
お
い
て
就
労
す
る
こ
と
を
い
う
。
第
二
十
条
の
二
に
お
い
て
同
じ
。）

の
た
め
の
職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
措
置
を
受
け
て
い
る
者
に
限
る
。
第
二
十
条
の
二
第
一
項
第
二
号
、

第
二
十
条
の
四
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
十
二
条
第
一
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。）に
限
る
。
第
二
十
条
の
二

の
三
を
除
き
、
以
下
第
二
十
二
条
の
三
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。）を
労
働
者
と
し
て
雇
い
入
れ
る
事
業
主
又
は
障

害
者
で
あ
る
労
働
者
を
継
続
し
て
雇
用
す
る
事
業
主
で
あ
つ
て
、
そ
の
雇
入
れ
又
は
継
続
雇
用
に
係
る
障
害
者

で
あ
る
労
働
者
の
作
業
を
容
易
に
す
る
た
め
に
必
要
な
施
設
又
は
設
備
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
作
業
施
設

等
」
と
い
う
。）の
設
置
又
は
整
備
を
行
う
も
の
（
当
該
作
業
施
設
等
の
設
置
又
は
整
備
を
行
わ
な
け
れ
ば
当
該

障
害
者
の
雇
入
れ
又
は
雇
用
の
継
続
が
困
難
で
あ
る
と
機
構
が
認
め
る
事
業
主
に
限
る
。）に
対
し
て
、
機
構
の

予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

令和年月日 水曜日 (号外特第号)官 報
15

施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
附
則
第
十
五
条
の
五
第
六
項
第
一
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
求
職
者
を
雇
い
入
れ
た
事
業
主
に
対
す
る
障
害
者
初
回
雇
用
コ
ー
ス
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

16

施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
附
則
第
十
七
の
二
の
二
第
一
項
第
一
号
に
該
当
す
る
事
業
主
に
対
す
る
両
立
支
援
等
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

17

令
和
二
年
二
月
二
十
七
日
か
ら
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
旧
雇
保
則
附
則
第
十
七
条
の
二
の
四
第
二
項
第
一
号
イ
又
は
ロ
の
有
給
休
暇
を
取
得
さ
せ
た
事
業
主
に
対
す
る
同
項
の
規
定
に
よ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

小
学
校
休
業
等
対
応
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
厚
生
労
働
省
令
第
八
十
二
号

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
一
条
第
一
項
及
び
第
七
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次

の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

18

前
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
り
支
給
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
小
学
校
休
業
等
対
応
コ
ー
ス
助
成
金
に
関
す
る
旧
雇
保
則
附
則
第
三
十
二
条
の
二
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

同
条
中
「
附
則
第
十
七
条
の
二
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
」
と
あ
る
の
は
、「
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
令
和
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
八
十
一
号
）
附
則
第
二
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
り

支
給
す
る
」
と
す
る
。

19

施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
附
則
第
十
七
条
の
二
の
五
第
二
項
第
一
号
に
該
当
す
る
事
業
主
に
対
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
母
性
健
康
管
理
措
置
に
よ
る
休
暇
取
得
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
新
雇
保
則
附
則
第
十
七
条
の
二
の
五
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
附
則
第
十
七
条
の
二
の
五
第
二
項
第
一
号
の
対
象
被
保
険

者
に
対
し
て
同
号
の
休
暇
を
五
日
以
上
取
得
さ
せ
た
事
業
主
が
、
同
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
支
給
を
受
け
る
た
め
の
申
請
を
行
わ
な
か
っ
た
と
き
に
お
い
て
、
新
雇
保
則
附
則
第
十
七
条
の
二
の
五
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

同
項
第
一
号
中
、「
当
該
休
暇
」
と
あ
る
の
は
、「
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
四
年
一
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
当
該
休
暇
」
と
す
る
。

20

旧
雇
保
則
附
則
第
十
七
条
の
二
の
五
第
二
項
第
二
号
ロ
の
規
定
に
よ
る
支
給
を
受
け
た
事
業
主
は
、
当
該
支
給
の
算
定
の
対
象
と
な
っ
た
同
項
第
一
号
に
規
定
す
る
対
象
被
保
険
者
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て「
対
象
被
保
険
者
」と
い
う
。）

を
、
新
雇
保
則
附
則
第
十
七
条
の
二
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
支
給
の
算
定
の
対
象
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、対
象
被
保
険
者
が
、旧
雇
保
則
附
則
第
十
七
条
の
二
の
五
第
二
項
第
二
号
ロ
の
規
定
に
よ
る
支
給
の
対
象
と
な
っ

た
妊
娠
と
別
の
妊
娠
を
し
た
場
合
で
あ
っ
て
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
四
年
一
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
当
該
妊
娠
の
た
め
に
新
雇
保
則
附
則
第
十
七
条
の
二
の
五
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
休
暇
を
合
計
し
て
二
十
日
以
上
取
得

さ
せ
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

21

福
島
県
に
所
在
す
る
事
業
所
の
事
業
主
で
あ
っ
て
、
施
行
日
前
に
旧
雇
保
則
第
百
二
十
五
条
第
二
項
第
一
号
イ

の
年
間
職
業
能
力
開
発
計
画
を
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
旧
雇
保
則
附
則
第
十
七
条
の
八
の

規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
旧
雇
保
則
第
百
二
十
五
条
の
人
材
開
発
支
援
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

22

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
、
又
は
交
付
さ
れ
て
い
る
旧
雇
保
則
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。）に
よ
り
提
出
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
新
雇
保
則
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

23

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
建
設
労
働
者
の
雇
用
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
条

岩
手
県
、
宮
城
県
又
は
福
島
県
の
区
域
内
に
所
在
す
る
事
業
所
の
建
設
労
働
者
の
雇
用
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
七
条
の
二
第
六
項
第
一
号
イ
の
中
小
建
設
事
業
主
等
で
あ
っ
て
、
施
行
日
前
に
そ
の
雇
用
す
る
建
設
労

働
者
に
対
し
、
建
設
労
働
者
の
技
能
の
向
上
の
た
め
の
実
習
を
開
始
さ
せ
た
も
の
に
対
す
る
建
設
労
働
者
技
能
実
習
コ
ー
ス
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。


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